
　　

自
転
車
に
乗
る
際

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。　
　

４
月
１
日
か
ら
、

自
転
車
に
乗
る
す
べ
て
の
か
た
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ズ
や
デ
ザ
イ

ン
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
頭
に
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
正

し
く
着
用
し
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

　

令
和
６
年
度
中
に
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ

る
区
域
か
ら
、
安
全
な

場
所
へ
移
転
す
る
際
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
申
請
前

に
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。

事
前
協
議
の
申
請
期
限
▼
９
月
８
日
(金)

◆
対
象
住
宅

次
の
①
〜
④
の
区
域
の
い
ず
れ
か
に
あ

り
、
区
域
に
指
定
さ
れ
る
前
か
ら
建
て

ら
れ
て
い
る
住
宅

①｢

秋
田
市
災
害
危
険
区
域
に
関
す
る
条

例｣

の
第
２
条
で
指
定
し
た
区
域

②｢

秋
田
県
建
築
基
準
条
例｣

の
第
２
条

で
指
定
し
た
区
域
お
よ
び
第
４
条
で

建
築
が
制
限
さ
れ
る
区
域

③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
お
よ
び
土

砂
災
害
防
止
法
第
４
条
第
１
項
の
基

礎
調
査
を
完
了
し
、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
の

あ
る
区
域

④
事
業
着
手
時
点
で
過
去
３
年
間
に
災

害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た
区
域

◆
補
助
限
度
額(

②
③
は
ど
ち
ら
か
一
方

へ
の
補
助
と
な
り
ま
す)

①
危
険
住
宅
の
除
却
費(

取
り
壊
し
な
ど)

…
１
戸
あ
た
り
150
万
円

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、

購
入
お
よ
び
改
修
を
す
る
た
め
の
借

入
金
利
子
相
当
額
…
１
戸
あ
た
り

421
万
円(
建
物
325
万
円
、
土
地
96
万
円)

③
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、

購
入
お
よ
び
改
修
に
要
す
る
費
用(

本

体
工
事
な
ど)

…
１
戸
あ
た
り
100
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

　

住
宅
整
備
課
☎(

８
８
８)
５
７
７
０

　

令
和
６
年
に
、
秋
田
市

と
ド
イ
ツ･

パ
ッ
サ
ウ
市

は
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
、
両
市
が
派
遣
す
る
写
真

家
が
、
お
互
い
の
市
の
人
物･

風
景
な
ど

を
撮
影
し
写
真
展
を
開
催
す
る｢

秋
田
市

･

パ
ッ
サ
ウ
市
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記

念
芸
術
写
真
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
実

施
し
ま
す
。

事
業
概
要
▼

秋
田
市
在
住
の
写
真
家(

１

人)

が
２
週
間
パ
ッ
サ
ウ
市
に
滞
在
し
、

同
市
を
芸
術
的
に
表
現
す
る
写
真
を
撮

影
し
ま
す
。
撮
影
し
た
写
真
は
来
年
８

月
に
両
市
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
写
真

展
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
派

遣
者
に
は
秋
田

−

パ
ッ
サ
ウ
間
の
往
復

旅
費
と
謝
礼
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼

左
記
①
〜
④
す
べ
て
に
該
当

す
る
か
た(

プ
ロ･

ア
マ
問
い
ま
せ
ん)

①�

秋
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
か
た(

応
募

時
現
在)

②�

海
外
に
渡
航
し
、
本
事
業
の
趣
旨
に

沿
っ
た
写
真
撮
影
な
ど
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
心
身
と
も
に
健
康
な
か
た

③�

国
内
外
に
お
け
る
写
真
に
関
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
受
賞
歴
ま
た
は
個
展
の

開
催
実
績
の
あ
る
か
た

④�

派
遣
日
程
終
了
後
も
、
来
年
に
開
催

予
定
の
写
真
展
に
向
け
、
引
き
続
き

本
事
業
に
関
わ
れ
る
か
た

応
募
方
法
▼

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
が
定
め
る

応
募
フ
ォ
ー
ム
と
応
募
写
真
３
点
を
、

５
月
26
日
(金)
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
ID
番
号　

１
０
３
８
２
９
４

Ｅ
メ
ー
ル�ro-p

lm
n
@
city.akita.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
調
整
課
☎(

８
８
８)

５
４
６
４

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ(

ア
メ
シ
ロ)

の

幼
虫
を
見
つ
け
た
ら
、
薬
剤
散
布
な
ど

で
早
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

高
枝
切
り
ば
さ
み
や
噴
霧
機(

集
団
防

除
を
行
う
場
合
は
薬
剤
付
き)

、
空
き
地

の
除
草
の
た
め
の
草
刈
り
機
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。
事
前
に
、
電
話
で
各

施
設
に
貸
出
機
材
の
有
無
を
ご
確
認
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
出
期
間　

10
月
12
日
(木)
ま
で

貸
出
場
所

(

各
施
設
へ
直
接
ご
連
絡
願
い
ま
す)

▼

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
室

　
　
　
　
　
　
　

☎(

８
２
３)

３
０
６
１

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
５
３)

１
０
３
９

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
８)

８
０
８
０

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
３
８)

１
２
１
３

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
４
５)

２
２
６
１

▼

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
２)

５
１
６
１

▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
６)

５
５
５
０

▼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

金
足
地
区
☎(

８
７
３)

２
１
１
１

　
　

外
旭
川
地
区
☎(

８
６
８)

５
０
７
５

　
　

下
新
城
地
区
☎(

８
７
３)

２
１
１
２

　
　
　

勝
平
地
区
☎(

８
６
２)

１
６
１
８

　
　
　

豊
岩
地
区
☎(

８
２
８)

２
１
３
５

　
　

仁
井
田
地
区
☎(

８
３
９)

６
３
９
９

８市外局番＝☎018
文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ア
メ
シ
ロ
は

早
め
の
防
除
が
肝
心
で
す

ド
イ
ツ･

パ
ッ
サ
ウ
市
に

派
遣
す
る
写
真
家
を
募
集

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
か
ら
の
移
転
に
補
助



９ 　広報あきた　2023年５月５日号

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
原
則
75

歳
以
上
の
か
た
が
加
入
す
る
健
康
保
険

で
す
が
、
次
の
手
帳･

証
書
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
任
意

で
加
入
で
き
ま
す
。

　

収
入
に
よ
っ
て
は
、
現
在
加
入
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
よ
り
保
険
料
が
安
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
加
入
希
望
の

か
た
は
、
後
期
高
齢
医
療
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
の
判
定
基
準
と
な
る
手
帳
な
ど

▼

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級･

４
級
の
一
部

▼

療
育
手
帳
Ａ

▼

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１･

２
級

▼

障
害
年
金
証
書
１･

２
級

●
問
い
合
わ
せ　

後
期
高
齢
医
療
課

☎(

８
８
８)

５
６
３
８

秋田市
の人口

令和５年４月１日現在〈令和２年国勢調査の結果を反映した数値〉

１年前の人口▶303,245人300,257人(-1,327)…男▶141,767人(-749)　女▶158,490人(-578)

３月分…出生▶130人  死亡▶349人  転入▶1,954人  転出▶3,062人 世帯数▶138,101(-167)

＊( )内は前月比です。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

早
期
加
入
で
き
ま
す

･

｢

外
旭
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想｣

を
策
定
し
ま
し
た

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
官
民
連
携
に
よ
る
モ
デ
ル
地
区
整
備
に
向

け
、
秋
田
市
外
旭
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
☎(

８
８
８)

５
４
９
２

ま
ち
づ
く
り
の
目
的

モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組
み

◆
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の
構
築

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
技
術
を
活
用
し

た
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
で
、
他
の
地

域
に
先
駆
け
て
本
市
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
を
図
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
証
的
な

取
り
組
み
で
得
ら
れ
た
成
果
を
全
市
域
に

波
及
さ
せ
る
モ
デ
ル
地
区
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
持
続
可

能
な
社
会
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

◆
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

新
し
い
活
力
や
魅
力
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
や
旬
の
食
べ
物
を
は
じ
め

と
し
た
四
季
を
感
じ
る
日
々
の
営
み
を
市

民
や
秋
田
市
を
訪
れ
る
人
が
実
感
で
き
る

よ
う
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
に

ぎ
わ
い
創
出
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
施
設
と
機
能
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
若
者
が
将
来
に
希
望
を
持

ち
、｢
こ
れ
か
ら
を
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し

て
い
き
た
い｣
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
新

し
い
活
力
と
魅
力
を
創
出
し
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
で
は
、
地
域
特
性

を
生
か
し
つ
つ
、
２
つ
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
、
①
Ａ
Ｉ･

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用 

②
起
業
支
援 

③
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン 

④
広
域
防
災
拠
点 

⑤
次

世
代
医
療 

⑥
交
流
人
口
拡
大 

⑦
次

世
代
型
農
業 

の
７
つ
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
行
う
卸
売
市
場

再
整
備
、
官
民
連
携
で
行
う
新
ス

タ
ジ
ア
ム
整
備
お
よ
び
民
間
施
設

の
整
備
を
一
体
的
に
行
い
、
こ
の

７
つ
の
取
り
組
み
を
連
携
さ
せ
な

が
ら
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
市
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
り
、
得

ら
れ
た
成
果
を
広
く
他
の
地
域
へ

波
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

令和４年度秋田市指定文化財
　このたび、｢長

な が

瀬
せ

家
け

文
も ん

書
じ ょ

｣を秋田市指定文化財に指定しまし
た。これにより、秋田市指定文化財は162件、国･県指定のも
のを合わせると秋田市の指定文化財件数は301件になります。

◆長瀬家文書 種別▶有形文化財(古文書)

◆
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

広
報
ID
番
号  

１
０
２
９
１
０
１

　

下
記
コ
ー
ド
か
ら
も

　

ご
覧
に
な
れ
ま
す
→

　長瀬家文書は秋田藩士長瀬家に伝来した文書群です。日記類
や書状が多く、江戸時代中期や幕末期のものがまとまって保存
されており、その内容からは社会情勢だけでなく、秋田藩政や職
制、当時の人々の交流関係などもうかがい知ることができます。
　ほかにも、武芸や学芸、詩歌などに関する蔵書･史料、秋
田藩における知

ち

行
ぎょう

地
ち

に関する史料、全国の要人との交流につ
いての史料など、多岐にわた
る史料が残されており、江戸
時代を通した秋田藩政や秋田
藩の武家社会の一端を明らか
にするだけでなく、時代ごと
の文化力・教養など、幅広い
時代の様相を明らかにできる
貴重な史料です。 左が｢長325 椿台政務録并私記｣

右が｢長163 久保田岩崎公私日
録 二｣。中央図書館明徳館蔵問▶文化振興課☎(888)5607


